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11.25平成15年（2003）
第12回十日町広域圏合併任意協議会───
暮らしを支える大きな力国民年金────
職員給与をお知らせします───────
知って得する元気な高齢者へのサービス─

2・3
4～7
8～11
12

元気で大きくなりますように
子どものすこやかな成長を願い11月15日に行われる七五三。

下条保育所でも子どもたちの健康を祈願するため、近くの大日

神社で七五三を行いました。手作りの千歳あめ袋を手に、神主

さんからおはらいを受ける子どもたち。「病気をしませんよう

に」「交通事故にあいませんように」
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市町村合併第
12
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
（
最
終
）
が
11
月
19
日
D
、

中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、新
市
の
名
称
、

議
員
の
選
挙
区
ご
と
の
定
数
、
一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い
、
法
定
協
議

会
の
設
立
日
程
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
市
の
名
称
案
選
定
は
、小
委
員
会（
委

員
長
・
関
谷
松
代
町
長
）
か
ら
、
次
の
よ

う
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
９
月
24
日
か
ら
10
月
24
日
ま
で
の
約
１

か
月
間
公
募
を
行
っ
た
結
果
、
全
国
か

ら
２
、
７
３
０
件
（
応
募
名
称
は
９
５

８
種
類
）
の
応
募
が
あ
っ
た

・
有
識
者
の
意
見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、

１
次
審
査
で
66
案
に
、
２
次
審
査
で
５

案
に
選
定
し
た

そ
の
後
行
わ
れ
た
審
議
で
は
、
委
員
か

ら
「
ひ
ら
が
な
の
新
市
名
候
補
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
」「
地
名
、
地
域
名

を
と
っ
た
名
称
案
だ
け
で
あ
り
、
ど
う
い

う
も
の
か
」「
松
代
・
松
之
山
と
し
て
は
、

妻
有
と
い
う
名
称
は
受
け
入
れ
が
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
続
出
し
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
、小
委
員
会
で
絞
り
込
ん
だ
５
案
に
、

数
人
の
協
議
会
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
た「
美

雪
」
を
加
え
た
６
案
が
新
市
の
名
称
候
補

と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
５
つ
の
名
称
案
と
選
定
理
由（
50
音
順
）

①
越
後
妻
有
（
え
ち
ご
つ
ま
り
）

「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

で
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。
越
後
が
付
く

こ
と
で
他
県
か
ら
も
分
か
り
や
す
い
。

②
奥
越
後
（
お
く
え
ち
ご
）

豊
か
な
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

③
新
十
日
町
（
し
ん
と
お
か
ま
ち
）

十
日
町
の
知
名
度
が
生
か
さ
れ
、
な
お

新
生
十
日
町
広
域
圏
を
表
現
で
き
る
。

④
妻
有
野
（
つ
ま
り
の
）

「
妻
有
」
は
大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
な

ど
で
、
地
域
の
総
称
と
し
て
定
着
し
て
き

て
い
る
。「
野
（
の
）」
を
付
け
る
こ
と
で
、

優
し
い
感
じ
を
受
け
る
。

⑤
十
日
町
（
と
お
か
ま
ち
）

地
域
の
母
都
市
の
名
称
で
あ
る
。
雪
ま

つ
り
・
き
も
の
文
化
・
縄
文
国
宝
な
ど
で

全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
。
Ｊ
Ａ
、
広
域

議
員
の
選
挙
区
の
定
数
は
、
小
委
員
会

（
委
員
長
・
斎
喜
中
里
村
議
会
議
長
）
か

ら
次
の
よ
う
な
結
論
が
報
告
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
法
定
協
議
会
で
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
報
告
内
容

議
員
定
数
40
人
の
選
挙
区
配
分
に
つ
い

て
、
基
準
と
な
る
人
口
及
び
現
在
の
議
員

数
な
ど
を
参
考
に
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、

十
日
町
市
と
ほ
か
の
４
町
村
で
意
見
調
整

が
合
意
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
日
町
市
議
会
で
は
、
人
口
に
比
例
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
し
、
１
人
の
議

員
に
対
す
る
人
口
比
が
ほ
か
の
４
町
村
の

新
市
の
名
称
に
つ
い
て
の

審
議
結
果

一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い
は
、
小
委

員
会
（
委
員
長
・
滝
沢
十
日
町
市
長
）
か

ら
、「
関
係
す
る
11
の
一
部
事
務
組
合
の
う

ち
、
平
成
16
年
度
に
組
合
自
体
が
解
散
す

る
予
定
の
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合

を
除
い
た
10
の
一
部
事
務
組
合
は
、
ほ
か

の
構
成
市
町
村
及
び
組
合
議
会
な
ど
と
の

調
整
が
必
要
で
あ
り
、
取
り
扱
い
は
法
定

一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
審
議
結
果

法
定
協
議
会
の
設
立
日
程
な
ど
は
、
関

係
市
町
村
長
が
議
会
に
諮は

か

る
時
期
を
協
議

し
、
来
年
１
月
ま
た
は
２
月
を
目
標
に
設

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
名
　
称

十
日
町
広
域
圏
合
併
協
議
会

■
委
員
の
構
成

任
意
協
議
会
と
同
じ
構
成
に
し
ま
す
。

・
構
成
市
町
村
の
長

・
構
成
市
町
村
の
議
会
の
議
長
及
び
合
併

担
当
特
別
委
員
会
の
委
員
長

・
構
成
市
町
村
の
住
民
代
表
の
学
識
経
験

者
２
人
及
び
新
潟
県
十
日
町
振
興
事
務

所
長

■
設
置
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
合
併
協
議
（
新
市
建
設
計
画
含
む
）
は
、

設
置
後
お
お
む
ね
４
か
月
以
内
に
協
議
を

終
了
し
ま
す
。

②
協
議
が
終
了
し
た
場
合
は
、
合
併
協
定

調
印
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
議
会
に
廃

置
分
合
の
議
案
ほ
か
関
連
議
案
を
諮は
か

り
ま

す
。

③
法
定
協
議
会
は
、
廃
置
分
合
の
議
会
議

決
後
も
事
務
的
な
調
整
が
種
々
あ
る
た
め
、

新
市
発
足
前
の
適
当
な
時
期
ま
で
を
設
置

期
間
と
し
ま
す
。

■
協
議
事
項

任
意
協
議
会
で
未
決
定
の
事
項
は
、
４

月
ま
で
の
間
で
随
時
協
議
し
ま
す
。

①
合
併
の
期
日

②
新
市
の
名
称

③
新
市
建
設
計
画

④
議
会
議
員
の
定
数

⑤
一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い

⑥
大
字
名
、
行
政
区
名
の
取
り
扱
い

⑦
地
域
自
治
組
織

⑧
地
域
審
議
会
の
設
置
と
組
織

⑨
そ
の
他

■
法
定
協
議
会
の
組
織

任
意
協
議
会
に
準
じ
て
組
織
し
ま
す
。

法
定
協
議
会
設
立
日
程
な
ど

に
関
す
る
審
議
結
果

■
新
市
の
名
称
案
に
、

「
十
日
町
」
を
含
む
６
案
を
選
定

■
議
員
の
選
挙
区
定
数
は
、

調
整
つ
か
ず
法
定
協
議
会
に
持
ち
越
し

■
法
定
協
議
会
は
、

来
年
１
月
ま
た
は
２
月
を
目
標
に
設
立

121212121212121212121212121212121212121212121212121212121212121212

議
員
の
選
挙
区
の

定
数
に
つ
い
て
の
審
議
結
果

11月10日発行の市報特集号「話

し合おう市町村合併」といっしょ

に配布した全世帯対象の「市町村

合併に関する住民意向調査」にご

協力いただき、ありがとうござい

ました。住民意向調査の締切日を

11月21日fとしていましたが、回

収数が少なく、住民説明会でも調

査期間が短いとの意見が寄せられ

たことから、締切日を30日Aに変

更し、より多くの市民の皆さんの

意向を把握することにしました。

まだ回答していない皆さんは、

できるだけ早急に回答いただきま

すよう、よろしくお願いします。

問合せ 合併推進課

157－3111（内線288）

市町村合併に関する
住民意向調査のお願い
市町村合併に関する
住民意向調査のお願い

事
務
組
合
、
県
の
出
先
機
関
の
名
称
な
ど

で
地
域
の
総
称
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

⑥
美
雪
（
み
ゆ
き
）

雪
ま
つ
り
や
雪
国
文
化
を
は
ぐ
く
ん
だ

こ
の
地
域
の
個
性
で
あ
る
美
し
い
雪
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
。
新
市
の
将
来
像
を「
雪
・

自
然
・
農
が
織
り
な
す
温
も
り
と
躍
動
の

大
地
」
と
し
て
い
る
。

２
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
、
議
員
の
理
解
が

得
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
一
方
、

４
町
村
議
会
で
は
、
現
在
の
議
員
数
が
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
１
回
限
り
の

定
数
40
人
・
選
挙
区
制
を
採
用
し
た
意
味

か
ら
し
て
も
、
可
能
な
限
り
手
厚
い
配
分

を
要
請
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
で
合
併
協
議
の
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る
べ
き

だ
と
い
う
点
で
は
、
双
方
と
も
一
致
し
た

見
解
で
し
た
。
円
満
な
結
論
を
求
め
、
住

民
の
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
も
う

少
し
時
間
を
か
け
、
慎
重
な
協
議
を
行
う

べ
き
と
い
う
考
え
か
ら
、
本
委
員
会
で
結

論
付
け
る
こ
と
を
見
送
り
、
法
定
協
議
会

で
十
分
検
討
し
た
上
で
決
定
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
参
考

第
10
回
任
意
協
議
会
で
、
新
市
に
お
け

る
１
回
目
の
選
挙
は
「
選
挙
区
選
挙
に
よ

る
定
数
特
例
」
を
採
用
し
、
議
員
定
数（
合

※
調
整
が
必
要
な
一
部
事
務
組
合

・
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合

・
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合

・
新
潟
県
消
防
団
等
公
償
組
合

・
魚
沼
地
区
障
害
者
福
祉
組
合

・
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合

（
平
成
16
年
度
中
に
解
散
予
定
）

・
上
越
地
方
広
域
事
務
組
合

・
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合

・
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

・
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

・
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

・
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

併
前
の
５
市
町
村
議
員
総
数
は
76
人
）
は

40
人
、
２
回
目
の
選
挙（
合
併
４
年
後
）
は

全
市
１
区
で
30
人
以
内
の
定
数
で
行
う
こ

と
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
新
市
に
お
け
る
１
回
目
の
選

挙
の
議
員
定
数
40
人
を
十
日
町
市
、
川
西

町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
の
選

挙
区
に
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
を
審
議

し
た
も
の
で
す
。

今
回
を
も
っ
て
、
任
意
協
議
会
で
の
協

議
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

法
定
協
議
会
に
移
行
し
て
の
審
議
に
な
り

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
合
併
推
進
課
1
57
│

３
１
１
１
（
内
線
２
８
８
）

協
議
会
で
決
定
し
た
い
」
と
い
う
結
論
が

報
告
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
法
定
協
議
会

で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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国
民
年
金
は
、
高
齢
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
経
済
的
に
お
互
い
を

支
え
合
う
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
職
業
や
収
入
を
問
わ
ず
、
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
、
大
き
な
安
心
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
は
、
国
民
全
員
が

20
歳
か
ら
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
、
国
民
全
員
が

20
歳
か
ら
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

未
納
に
し
て
お
く
と
、
将
来
老
齢
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
も
し

も
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

第
二
号
・
第
三
号
被
保
険
者
は
、
必
要

な
届
出
を
し
て
あ
れ
ば
、
保
険
料
が
未
納

扱
い
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
保
険
料
の
割

引
が
あ
り
ま
す
。
半
年
分
前
納
と
一
年
分

前
納
が
あ
り
ま
す
。

出
印
鑑
・
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
、
金
融

機
関
（
銀
行
・
農
協
な
ど
）
や
郵
便
局
で

直
接
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
で
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
は
、
預
金
通
帳
・
預
金
通
帳
届

暮
ら
し
を
支
え
る

大
き
な
力

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
！

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

月額保険料は

13,300円
（平成15年度）

付加保険料

第１号被保険者で希

望する人が月額400円

を納めます

希
望
に
よ
り
加
入
で
き

る
人
も
い
ま
す

1
日
本
に
住
む
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

過
去
に
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
り
、

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
が
あ
っ
た
り

す
る
な
ど
で
老
齢
基
礎
年
金
額
が
満
額
に

な
ら
な
い
と
き
に
、
加
入
し
て
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
65
歳
に
達
し
て
も
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
が
足
り
な
い
人

70
歳
ま
で
の
間
で
年
金
の
受
給
資
格
が

で
き
る
ま
で
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

人
に
限
り
ま
す
）

3
外
国
に
住
む
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日

本
人

保険料が納められないときは免除制度があります

『申請免除』の対象者
◆所得が少なく生活に困っている人

◆失業や災害などで保険料の納付が困難な人

『学生納付特例制度』の対象者
◆一定以上の所得がない、大学・短大・専門

学校などに在学中の学生

※申請した月の前月の保険料から免除対象となります。 ※届出は毎年度必要です。

老齢基礎年金を
請求するとき

老齢基礎年金
の金額の計算

障害・遺族年金
を請求するとき

あとから保険料
を納める期限

所得の審査対象

全　額

半　額

申
請
免
除

受給資格期間に
含みます

３分の１が算入
されます

納付済期間と同
じ扱いです

10年以内
・請求者本人
・配偶者
・世帯主

同　上
３分の２が算入
されます

同　上 同　上 同　上

学生納付
特例制度

未　　納
受給資格期間に
含みません

同　上
受給資格期間に
含みません

２年以内

同　上 算入されません 同　上 同　上
学生本人の所得
（収入で133万
円が目安）

区　分

第
１
号
被
保
険
者

■
自
営
業
者
・
学
生
な
ど

自
営
業
者
、
自
由
業
、
農
林
漁
業
、
学

生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー
、
無
職
の
人

な
ど
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

■
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
で
65
歳
未
満
の

第
３
号
被
保
険
者

■
会
社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

人
（
65
歳
以
上
の
加
入
者
は
、
老
齢
・
退

職
年
金
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
人

に
限
る
）

保
険
料
前
納
制
度

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す

３ 分 の １ が 国 庫 負 担 �

暮らしを支える大きな力 国民年金

第
２
号
被
保
険
者

加
入
し
て
い
る
人
は

３
つ
に
分
か
れ
ま
す
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次
の
①
〜
③
の
期
間
を
合
計
し
て
、
原

則
と
し
て
25
年
が
必
要
で
す
。
①
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
第
３
号
被
保

険
者
期
間
、
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
含

む
）
②
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
③
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間

こ
ん
な
と
き
、こ
ん
な
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

繰
上
げ
支
給
と

繰
下
げ
支
給

受
給
資
格
期
間
25
年
以
上
の
人
が
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

繰
上
げ
支
給

60
歳
〜
64
歳
で
も
国
民
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
生
涯
年
金
額

が
減
る
な
ど
の
制
限
も
あ
り
ま
す
。

繰
下
げ
支
給

受
給
開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
る
と
、
増
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

797,000円
（満額）

※60歳になるまで原則とし

て40年すべての保険料を

納めた場合です。

一
家
の
家
計
を
支
え
る
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
人
が
国
民
年
金
加
入
中
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間

（
原
則
25
年
）
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
人
の
子
や
、
子
の
あ
る
妻
が
受
け
ら

れ
る
年
金
で
す
。

万
一
け
が
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
、
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人
が
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

※子の年齢要件は、18歳に

到達した年度の末日（３

月31日）まで（障害者は

20歳未満）です。子ども

の人数によって額の加算

があります。

797,000円

◆１級障害

996,300円
（月額83,025円）

◆２級障害

797,000円
（月額66,417円）

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

◆国民年金の届出や請求、相談は、市役所国民年金係　157-3111（内線151）

◆厚生年金の届出や請求、相談は、新潟社会保険事務局六日町事務所　1025-770‐2211

付
加
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、
納
め

た
月
数
×
２
０
０
円
を
老
齢
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

付
加
年
金

寡
婦
年
金

死
亡
一
時
金

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
３
年
以
上

保
険
料
を
納
め
て
い
た
人
が
、
何
の
年

金
も
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
て
い
た
遺
族
に
12
万
円

〜
32
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
だ
け
の

独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が

25
年
以
上
あ
る
夫
が
何
の
年
金
も
受
け

ず
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
（
婚
姻
期

間
10
年
以
上
）
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
、
死
亡
し
た
人
が
受
け
る

は
ず
だ
っ
た
年
金
額
の
４
分
の
３
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

遺族基礎年金額

老齢基礎年金の
年　金　額

障害基礎年金額

暮らしを支える大きな力 国民年金
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職員給与をお知らせします
市民の皆さんのご理解をいただくため、十日町市、

十日町地域広域事務組合及び十日町地域衛生施設組

合職員の給与・定員管理などをお知らせします。

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成15.4.1現在）

区　分

十日町市

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

国

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

経験年数７年
以上10年未満

区　分
経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

一
般
行
政
職

技　能
労務職

大学卒

高校卒

高校卒

236,871円 295,536円 338,645円

196,900円 232,414円 277,833円

195,000円 214,050円 245,000円

339,981円

327,623円

42.5歳 305,760円 48.0歳

40.5歳 286,340円 48.9歳

新 潟 県 359,981円 42.8歳 336,142円 45.5歳

■平成14年度人件費の状況（普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（平15.3.31）

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
13年度の
人件費率

43,256人
164億
8,247万
0,000円

3億
9,021万
0,000円

28億
4,191万
0,000円

17.2% 17.6%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、
採用後の年数をいいます。

■平成15年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　与　　　　費

354人 14億1,318万
2,000円

2億0,533万
1,000円

5億9,851万
7,000円

22億1,703万
0,000円

626万
2,797円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

■職員の初任給の状況
（平成15.4.1現在）

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成15.4.1現在）

区　分

一
般
行
政
職

大学卒

初 任 給
採用２年経
過後給料額

初 任 給
採用２年経
過後給料額

高校卒

十　日　町　市 国

171,500円

139,500円

185,600円 171,500円 185,600円

149,200円 139,500円 149,200円

■一般行政職の級別職員数の状況
（平成15.4.1現在）

■昇給期間短縮の状況

■職員手当の状況（その１）

区分

期
末
手
当

勤
勉
手
当

十　日　町　市 国

（14年度支給割合）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.45月分

1.55月分

0.50月分

3.50月分

勤勉手当

0.60月分

0.55月分

―

1.15月分

（14年度支給割合）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.45月分

1.85月分

0.20月分

3.50月分

勤勉手当

0.60月分

0.55月分

―

1.15月分

退
　
職
　
手
　
当

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.0 月分

33.75月分

47.5 月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

62.7 月分

62.7 月分

14 年　度
１人当たり
平均支給額

814万
6,815円

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時
特別昇給 1～2号給

2,525万
1,602円

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.0 月分

33.75月分

47.5 月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

62.7 月分

62.7 月分

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職
員に支給された平均額です。
退職手当の支給率は15年４月１日現在のものです。10月１日以降の支給
率は改定されています。

区　　　分 合　計
一　般
行政職

技　能
労務職

その他
一般職

15

年
　
度

399人 291人 45人 63人職員数（Ａ）

59人 48人 0人 11人普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

14.8% 16.5% 0% 17.5%比率（Ｂ/Ａ）

区 分

８級 課長・局長 12 4.7

課長・参事・室長 24 9.5

課長補佐・副参事 90 35.6

係長・主査 39 15.4

主任 24 9.5

主事・技師 41 16.2

主事・技師 15 5.9

主事・技師 8 3.2

253 100.0

７級

６級

５級

４級

３級

２級

１級

計

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

（注）１　十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
３　職員数は特殊な職種及び技能労務職を除いたものです。

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時
特別昇給 20年以上勤続者1号俸

16年13年

十 日 町 市

■職員手当の状況（その２）
（平成15.4.1現在）

区分

扶

養

手

当

国の制度
と 比 較内　　　　　　　容

配偶者…………………………………… 14,000円
配偶者以外の扶養親族のうち２人……各6,000円
ただし、
配偶者のいない職員の場合には、扶養親族の
うち1人は………………………………11,000円
配偶者が扶養親族でない場合には、扶養親族
のうち1人は…………………………… 6,500円

そのほかの扶養親族1人につき………… 5,000円
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は
5,000円加算）

同じ

住

居

手

当

〈借家〉
月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃が55,000円以上の場合）
まで支給。

〈持家〉
1,000円　ただし、住宅を新築・購入した場
合5年間は2,500円

同じ

通

勤

手

当

〈交通機関利用者〉
負担している運賃の額に応じて最高50,000
円まで支給。

〈交通用具使用者〉
片道の使用距離に応じて、2,000円（2D以
上5D未満）から最高20,900円（片道40D以
上）まで支給。

同じ

区　　　　　　　　　分

特
殊
勤
務
手
当（
14
年
度
）

全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 51.2%

支給対象職員1人当たり平均支給年額 4,201円

手当の種類　（手当数） 12

代表的な手当の名称
徴収手当
社会福祉現業手当
用地交渉手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給総額 8,797万5,000円

職員1人当たり支給年額 25万2,802円

支給総額

14年度

13年度
1億0,398万2,000円

職員1人当たり支給年額 29万4,567円

■特別職の給料などの状況　　　　　　　（平成15.4.1現在）

給料・報酬月額 期末手当区　分

報　酬

給　料

市　　長　　　　 833,200円

助　　役　　　　 649,900円

収 入 役　　　　 592,700円

教 育 長　　　　 592,700円

議 長　　　　 392,000円

副 議 長　　　　 316,000円

議　　員　　　　 300,000円

（14年度支給割合）

６月期 1.45月分

12月期　1.55月分

３月期 0.50月分

計　 3.50月分

■第２次定員適正化計画の数値目標及び進捗状況（各年4.1現在）

①定員適正化目標

②定員適正化手法の概要

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

部門 区　　分 12年 14年 15年 17年 18年 19年 計

全
　
部
　
門

退　職 10

採　用 8

差引増減 △ 2

職員数 414 409

1

4

3

412

17

10

△ 7

402

7

7

0

402

10

8

△ 2

400

76

62

△14

400

将来の行政需要ならびに第６次定員モデル及び全国類似団体職員数を考慮し、
職員数を19年４月までに14人削減する。

新規行政需要に対応しつつ、事務の統廃合縮小、民間などへの委託、機械
化を進め、全体として人員増にならないように管理する。

■部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年4.1現在）

主な増減理由
職　員　数

15年 14年

対前年
増減数

一般

行政

部門

特別行
政部門

公営企

業等会

計部門

普通会計計

合　　計

小　　計 271 275 △ 4

教　　育 78 78 0

349 353 △ 4

水　　道

下 水 道

そ の 他

18

19

14

19

18

14

△ 1

1

0

小　　計 51 51 0

400 404 △ 4

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

4

74

22

77

20

3

25

10

40

4

72

22

75

19

4

24

11

40

0

△ 2

0

△ 2

△ 1

1

△ 1

1

0

保健師長の専任化

林業関係事務の減

リゾート開発部門の移動

下水道整備事業の増

水道管維持業務の減

（注）職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）で、地方公務員の身分を
有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

保育士の臨時職員化など

リゾート開発部門の移動

12

9

△ 3

409

19

16

△ 3

411

16年13年部門 区　　分 12年 14年 15年 17年 18年 19年

－20 8 － － －

－13 3 － － －

－△ 7 △ 5 － － －

－404 399 － － －

計

全
　
部
　
門

退　職

採　用

差引増減

職員数 414

47

32

△15

19

16

△ 3

411

（注）職員数に教育長は含みません。

雇用促進業務の増強
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区　分

区 　 分 広域事務組合 衛生施設組合

特
殊
勤
務
手
当
（
14
年
度
）

職員全体に占める手
当支給職員の割合

支給対象職員1人当
たり平均支給年額

手 当 の 種 類
（手当数）

代表的な

手当の名称

97.5%

消防職 31,954円
医療職　135,433円

4

緊急車運転手当
災害出動手当
夜間消防手当
家畜指導診療業務手当

100%

127,205円

4

清掃手当

危険手当

区 　 分 広域事務組合 衛生施設組合

時

間

外

勤

務

手

当

支給総額

職員1人当たり
支 給 年 額

支給総額

職員1人当たり
支 給 年 額

14年度

13年度

1,737万7,037円

16万0,898円

1,936万8,513円

17万9,338円

162万5,228円

8万5,538円

278万8,405円

15万4,911円

■平成14年度人件費の状況（普通会計決算）

圏域内基本台帳人口
（平15.3.31）

歳　　出　　額
（Ａ）

実　質　収　支
人　　件　　費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）13年度
の人件費率

77,318人

55,567人

39億9,358万8,000円 6,329万8,000円

10億7,738万4,000円 2,882万5,000円

10億9,111万7,000円

1億6,978万4,000円

27.3%

15.8%

36.2%

16.7%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。 ２　給与費は当初予算に計上された額です。

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤

手当は、市職員と同額のため省略します。

区 分

広域事務組合

衛生施設組合

広域事務組合

衛生施設組合

■平成15年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ） 給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　　　　　与　　　　　　　　費

120人

20人

4億7,725万6,000円 1億2,298万8,000円 2億0,183万8,000円 8億0,208万2,000円 668万4,017円

8,669万0,000円 1,600万2,000円 3,753万0,000円 1億4,022万2,000円 701万1,100円

■職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成15.4.1現在）

■職員手当の状況

区　分

一　般
行政職

大学卒

初　任　給
採用２年経
過後給料額

初　任　給
採用２年経
過後給料額

初　任　給
採用２年経
過後給料額

高校卒

広 域 事 務 組 合 衛 生 施 設 組 合 国

171,500円

139,500円

185,600円

149,200円

171,500円

139,500円

185,600円

149,200円

171,500円

139,500円

185,600円

149,200円

消防職
大学卒

高校卒

189,300円

157,500円

206,900円

171,200円

189,300円

157,500円

206,900円

171,200円

医療職 大学卒 204,200円 217,700円

区　分

（注）１　消防職について国は、公安職（一）で掲載してあります。 ２　医療職については給料の調整額（獣医師）を含んでいます。

広域事務組合

衛生施設組合

国

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成15.4.1現在）

平均給料月額 平均年齢

一 般 行 政 職

292,333円 37.1歳

379,200円 49.8歳

327,623円 40.5歳

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

321,400円 51.2歳

286,340円 48.9歳

平均給料月額 平均年齢

消 防 職

333,568円 40.1歳

346,187円 42.1歳

平均給料月額 平均年齢

医 療 職

329,933円 35.0歳

十日町地域広域事務組合・十日町地域衛生施設組合

■広域事務組合の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成15.4.1現在）

区分

７級

標準的な職務内容
職員数
（人）

構成比
（％）

職員数
（人）

標準的な職務内容
構成比
（％）

６級

消　　　防　　　職 一　般　行　政　職 医　　　療　　　職

消防監・消防長 ─

司令長・次長・署長・
課長

５級

４級

司令・課長補佐・小隊
長・分署長・分遣所長

司令補・係長・副分署
長・副分遣所長

３級

２級

１級

計

士長・主任・分隊長・
副分隊長

1

4

15

36

17

0.9 ─ ─

職員数
（人）

標準的な職務内容
構成比
（％）

─ ─ ─

副参事 1 33.4 ─ ─ ─

─ ─ ─ 1 33.4

主　任 1 33.3 困難な専門的業務
を行う主任獣医師 1 33.3

─ ─ ─ ─ ─ ─

主　事 1 33.3 獣医師 1 33.3

─ ─ ─ ─ ─ ─

3 100.0 3 100.0

3.5

13.2

31.6

14.9

副士長・副分隊長 25 21.9

消防士 16 14.0

114 100.0

（注）１　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職　　名

区 　 分 合 計
一　般
行政職

技　能
労務職

消防職 医療職

広
域
事
務
組
合

衛
生
施
設
組
合

報酬年額

職員数（A）

十日町市消防団長

120人 3人 114人 3人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

11人 0人 10人 1人

比率（ B / A） 9.2% 14.0%

職員数（A） 20人 13人 7人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

3人 2人 1人

比率（ B / A） 15.0% 15.4% 14.3%

112,500円

〃　　　副団長 79,500円

〃　　　分団長

〃　　　副分団長

〃　　　部長

〃　　　班長

〃　　　団員

管 理 者

副管理者

収 入 役

議　　長

副 議 長

議　　員

55,500円

41,000円

34,200円

24,000円

18,000円

■衛生施設組合の級別職員数の状況　　　（平成15.4.1現在） ■昇給期間短縮の状況（普通会計） （平成14年度）

①広域事務組合・衛生施設組合 ②広域事務組合

■特別職の報酬（平成15.4.1現在）

区分

８級

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

一　般　行　政　職

─ ─ ─

７級 局　長 1 7.7

６級 次長・係長・主査 7 53.8

５級 主査・主任 3 23.1

４級 主　任 1 7.7

３級 技　師 1 7.7

２級 ─ ─ ─

１級 ─ ─ ─

13 100.0計

（注）１　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職　　名 報酬年額

32,000円

30,000円

30,000円

32,000円

30,000円

30,000円

家畜指導診療所長

0% 8.8%



ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
宅
に
訪
問
し
て
、

食
事
や
調
理
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
行
っ

た
り
相
談
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
一
週
間
程
度
泊
ま

っ
て
、
生
活
習
慣
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

体
調
を
整
え
ま
す
。

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
や
、
ひ
と

り
暮
ら
し
で
友
だ
ち
が
ほ
し
い
人
な
ど

が
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
楽
し
い
趣
味
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。
平
成
園
（
馬
場
１
）、

や
ま
び
こ
（
寿
町
２
）、
さ
わ
や
か
（
本
町

２
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
通
院
が
一
人
で

で
き
な
い
人
、
ま
た
は
不
安
が
あ
る
人
に

通
院
の
付
き
添
い
を
し
ま
す
。
市
民
税
の

均
等
割
以
下
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

市
内
に
家
族
が
い
な
い
人
な
ど
の
除
排

雪
援
助
を
行
い
ま
す
。
市
民
税
の
均
等
割

以
下
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
調
理
が
困
難
な

高
齢
者
に
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
昼

食
を
届
け
ま
す
。
一
食
４
０
０
円
で
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
が
、
急

に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
電
話

回
線
を
利
用
し
て
近
所
や
子
ど
も
・
民
生

委
員
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。手
続
き
は
担
当
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
が
、
自

動
消
火
器
や
火
災
報
知
器
の
取
り
付
け
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
設
置
し
ま
す
。

◆
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給

６
か
月
以
上
の
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の

高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、

月
５
、
０
０
０
円
の
手
当
を
支
払
い
ま
す
。

◆
家
族
介
護
慰
労
事
業

要
介
護
４
・
５
に
相
当
す
る
高
齢
者

を
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
ず
に
１

年
以
上
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
、
10
万
円
の
慰
労
金
を
支
払

い
ま
す
。

◆
介
護
教
室
・
家
族
交
流
事
業

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
高
齢
者
を
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
介
護
知
識
を
提

供
し
た
り
交
流
会
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

介
護
の
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
。
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通
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与

問合せ　介護保険課高齢福祉

係157-3111（内線135）おと

しより相談係（内線136）

元気な高齢者が生きがいを持って、より元気に暮らしていけ

るよう、いろいろなサービスを行っています。利用を希望する

人は近くの在宅介護支援センターか市役所へご相談ください。

が
ん
ば
れ
！
寝
た
き
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・

痴
ほ
う
高
齢
者
の
家
族
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問合せ 介護保険課国保係
157-3111（内線155）

14年度に市内の老人にかかった医療費の

総額は48億6,000万円で、13年度に比べて

3,900万円の減額（0.8％減）でした。また、

14年度の一人あたり老人医療費は61万

8,000円で、13年度に比べて２万円の減額

（3.1％減）となっています。医療費は上手

に使いましょう。
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年間総医療費の推移（億円）
年間１人当たり医療費の推移（万円）

十日町市の老人医療費
ご存じですか？全国障害者スポーツ大会で見事優勝

静岡県で開かれた第３回全国障害者スポーツ大会「わかふ

じ大会」で阿部尋喜さん（稲荷町３北）が100ｍ走と立幅跳

びの２種目で３連覇を果たしました。また、佐藤常弘さん

（伊達４）が卓球で見事金メダルを獲得しました。阿部さん

は「監督をはじめ、まわりで支えてくれた皆さんのお陰。感

謝しています」、佐藤さんは「優勝もうれしいですが、たく

さんの人と出逢えてとてもうれしかった」と話していました。

あんしんがトイレットペーパー販売

ＮＰＯ法人あんしんでは11月12日d、障害者福祉作業所

ワークセンターあんしんを開所しました。井上商店〔南新田

町）と連携し、十日町で発生した古紙を使用してトイレット

ペーパーを製造・販売しています。障害者の雇用拡大を目的

に開所された作業所では、年間20万個の生産を目標に、主

に会員（個人販売もあり）への販売を行っています。ご利用

ください。■問合せ：あんしん（高田町３西）150－2566

６
月
に
べ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
キ
ャ
ン
プ

を
行
っ
た
Ｊ
リ
ー
グ
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ

ス
の
ホ
ー
ム
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
で

11
月
15
日
g
、
十
日
町
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好

カ
ー
ド
「
マ
リ
ノ
ス
対
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
」

が
行
わ
れ
、
約
３
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
や
パ
ネ
ル
展
示
、
物
産
販
売
を
行
い
、

お
に
ぎ
り
の
試
食
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に

は
抽
選
会
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

横
浜
で
十
日
町
市
を
Ｐ
Ｒ

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

阿部さん

佐藤さん
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鈴木和也ちゃん

（６歳）

真っ赤なからだに青いはねがはえた「お

しゃれカラス」をかいたんだ。今度みんな

でやる劇の中に出てくるんだよ。カラスは

真っ黒で顔がかっこいいから好きなんだ。

保育園のお庭に落ちていた葉っぱや木の

実できつねを作ったよ。いろいろかまって

いたら、きつねに見えてきたんだ。大きい

葉っぱを耳にして、じょうずにできたよ。

藤木柊
しゅう

吾
ご

ちゃん

（５歳）

No.223

北
原
保
育
所

ク
ロ
ア
チ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）

事
前
キ
ャ
ン
プ
で
の
ク
ロ
ア
チ
ア
チ
ー
ム

と
の
交
流
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
芝
を
絶

賛
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
そ
の
後
「
ク
ロ

ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
９
月
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
大
使
を
迎
え

ク
ロ
ア
チ
ア
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
Ｗ
杯
終
了
後
も
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
キ
ャ
ン
プ
地
で

は
こ
う
い
う
例
は
少
な
い
よ
う
で
、
大
い

に
宣
伝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

キ
ャ
ン
プ
時
の
十
日
町
市
民
の
も
て
な
し

の
心
が
ク
ロ
ア
チ
ア
の
選
手
・
関
係
者
に

通
じ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
今
回
の
訪

問
で
「
世
界
各
地
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
が

十
日
町
の
も
て
な
し
は
一
番
だ
っ
た
」
と

何
度
も
言
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
ク

ロ
ア
チ
ア
と
い
う
国
と
心
が
通
じ
た
と
実

感
し
ま
し
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
十
日
町

市
民
を
心
か
ら
信
頼
し
て
い
る
人
た
ち
が

い
ま
す
。
こ
の
特
別
な
関
係
は
大
事
に
育

て
て
い
く
べ
き
で
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
91
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
連
邦
か
ら
独
立
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
ユ
ー
ゴ
解
体
の
引
き
金
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
数
年
間
続
い
た
独

立
戦
争
の
傷
跡
を
各
地
で
目
に
し
ま
し
た
。

屋
根
の
な
い
廃
屋
。
地
雷
の
撤
去
さ
れ
て

い
な
い
地
域
。
足
を
失
っ
た
松
葉
づ
え
の

人
を
何
人
も
見
か
け
ま
し
た
。
激
し
い
戦

い
の
末
に
勝
ち
取
っ
た
独
立
。
ブ
ル
ガ
リ

ア
と
の
国
際
Ａ
マ
ッ
チ
を
観
戦
し
ま
し
た

が
、
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
で
の
熱
狂
は

ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
生
ま
れ
た
て
の
愛
国
心

の
発
露
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
た
い
へ
ん
美
し
い
国

で
す
。
ア
ド
リ
ア
海
の
長
い
海
岸
線
に
は

ロ
ー
マ
人
が
行
き
交
い
植
民
し
た
都
市
遺

跡
が
点
在
し
ま
す
。
国
境
南
端
の
ド
ゥ
ブ

ロ
ヴ
ニ
ク
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
美
し
い
城
壁
都
市
で
す
。
温

暖
で
魚
介
類
に
恵
ま
れ
、
白
壁
の
古
い
町

並
み
に
は
今
風
の
お
し
ゃ
れ
な
シ
ョ
ッ
プ

が
う
ま
く
調
和
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
十
日
町
市
民
に
ク
ロ
ア
チ
ア
を

訪
れ
て
も
ら
い
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
交

流
が
市
民
レ
ベ
ル
で
深
ま
れ
ば
、
十
日
町

の
付
加
価
値
も
ま
た
、
ぐ
ん
と
高
ま
る
と

思
い
ま
す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
の
よ
う

に
、
一
週
間
程
度
の
バ
カ
ン
ス
を
、
こ
こ

で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

助役

14

〈
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
デ

ー
〉
▼
12
月
20
日
g
▼
六
日
町
八
海
山
ス

キ
ー
場
▼
六
日
町
駅
か
ら
バ
ス
30
分
（
八

海
山
ス
キ
ー
場
行
き
）
▼
共
通
１
日
券
・

レ
ン
タ
ル
セ
ッ
ト
と
も
に
２
、
０
０
０
円

に
割
引
（
小
学
生
以
下
１
、
０
０
０
円
）。

と
ん
汁
や
甘
酒
、
清
酒
八
海
山
の
サ
ー
ビ

ス
や
餅
つ
き
大
会
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な

ど
も
行
わ
れ
ま
す
▼
六
日
町
八
海
山
ス
キ

ー
場
（
０
２
５
‐
７
７
５
‐
３
３
１
１
）

〈
冬
の
サ
イ
エ
ン
ス
ひ
ろ
ば
〉
▼
12
月
20

日
g
・
21
日
a
▼
上
越
科
学
館
▼
直
江
津

駅
か
ら
バ
ス
15
分
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

経
由
高
田
行
き
）
▼
上
越
の
実
験
名
人
が

科
学
館
に
大
集
合
。
作
っ
て
実
験
し
て
、

い
ろ
い
ろ
体
験
で
き
ま
す
。材
料
費
無
料
、

お
土
産
も
あ
り
ま
す
。
小
・
中
学
生
は
２

日
間
、
入
館
料
が
無
料
で
す
▼
上
越
科
学

館
（
０
２
５
‐
５
４
４
‐
２
１
２
２
）

〈
雪
だ
る
ま
物
産
館
創
業
祭
〉
▼
12
月
23

日
（
天
皇
誕
生
日
）
▼
雪
だ
る
ま
物
産
館

▼
虫
川
大
杉
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
10
分
▼
農

家
の
皆
さ
ん
の
野
菜
や
手
作
り
加
工
品
、

懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
な
ど
、
安
塚
町

な
ら
で
は
の
味
覚
が
楽
し
め
ま
す
。
地
鶏

の
大
鍋
（
３
０
０
人
分
）
、
餅
つ
き
、
抽

選
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
▼
雪
だ
る
ま
物

産
館
（
０
２
５
５
９
‐
５
‐
１
０
１
０
）
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下
条
小
学
校
で
は
、
全
校
児
童
を

20
の
縦
割
り
班
に
分
け
て
異
な
っ
た

各
学
年
同
士
が
交
流
す
る
若
葉
班
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
〜
６
年
生
ま
で
各
学
年
が
交
ざ

っ
た
班
で
は
、
年
度
当
初
に
活
動
予

定
を
立
て
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
追
い

か
け
リ
レ
ー
、バ
ブ
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
、

ク
レ
ー
プ
作
り
、
プ
ー
ル
で
の
水
中

騎
馬
戦
な
ど
年
４
回
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
う
ち
１
回
は
神
明
水
辺
公
園
の
そ

う
じ
や
学
校
の
窓
ふ
き
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

最
初
は
慣
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
も

だ
ん
だ
ん
と
低
学
年
が
高
学
年
を
慕

う
よ
う
に
な
り
、
最
近
で
は
休
み
時

間
に
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
活

動
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
心
が
か

よ
う
よ
う
に
な
り
、
深
い
絆
で
結
ば

れ
ま
す
。
ま
た
、
６
年
生
は
班
長
と

し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
、
１
年
間
で

ず
い
ぶ
ん
成
長
し
ま
す
。

◆
中
町
広ひ
ろ

章あ
き

さ
ん
（
６
年
）

最
初
は
班
長
と
し
て
班
を
う
ま
く

ま
と
め
ら
れ
る
か
不
安
で
し
た
。
最

近
は
み
ん
な
の
気
持
ち
も
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
村
山
朝
子
さ
ん
（
６
年
）

け
ん
か
を
し
な
い
よ
う
に
、
み
ん

な
で
ま
と
ま
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

全
員
で
協
力
し
て
楽
し
い
班
を
作
り

た
い
で
す
。

◆
田で
ん

頭ど
う

拓
磨
さ
ん
（
６
年
）

仲
良
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
班

全
員
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
協
力
し
て
、
い
つ
で
も
明
る
い
班

で
い
た
い
で
す
。

◆
松
澤
ゆ
り
か
先
生

若
葉
班
活
動
に
よ
り
、
確
実
に
上

級
生
と
下
級
生
の
関
係
が
深
ま
り
ま

し
た
。
教
師
は
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト

役
で
す
。
活
動
を
通
し
て
、
さ
ら
に

思
い
や
り
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
。

●
下
条
小
学
校
　
若
葉
班
活
動

異
学
年
の
心
の
つ
な
が
り

20

左から田頭さん、村山さん、中町さん、松澤先生
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０
円
※
日
帰
り
１
、
０
０
０
円
●
定

員
＝
先
着
１
０
０
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
十
日
町
母
子
福
祉
い
つ
美
会

（
1
50
│
５
０
１
０
）

●
期
日
＝
12
月
５
日
f
〜
７
日
a
●

会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
宮
澤
健

二
（
1
０
９
０
│
９
６
３
０
│
４
９

４
６
）

●
日
時
＝
12
月
７
日
a
午
後
１
時

30
分
開
演
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入

場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
島
田
政
之

助
（
1
52
│
６
２
８
８
）

中
国
と
の
交
流
を
中
心
に
、
国
際

理
解
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
12
月
13
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
情
報
館
●
入

場
料
＝
無
料
●
講
師
＝
區お
う

建け
ん

英え
い

氏

（
新
潟
国
際
情
報
大
学
教
授
）
●
問

合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

●
時
間
＝
各
回
と
も
午
前
10
時
15
分

（
受
付
10
時
）〜
11
時
30
分
●
会
場
＝

「
明
石
の
湯
」
和
室
●
定
員
＝
各
回

先
着
20
人
●
受
講
料
＝
１
回
５
０
０

円
（
入
浴
料
含
む
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

（
内
線
１
４
３
）

思
春
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
、
自

分
自
身
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
身
体
か
ら
だ

や
性

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス

作
り
も
あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝
12
月

13
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
●
会

場
＝
中
条
地
区
公
民
館
●
参
加
費
＝

３
０
０
円
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
講

師
＝
江
口
夫
佐
子
さ
ん
（
長
岡
健
康

福
祉
環
境
事
務
所
次
長
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
中
条
地
区
公
民
館

（
1
52
│
２
７
４
８
）

●
日
時
＝
12
月
12
日
f
午
後
３
時
15

分
〜
５
時
15
分
●
会
場
＝
松
之
山
町

「
お
ふ
く
ろ
館
」
※
送
迎
あ
り
●
参

加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
10
人
●

講
師
＝
岩
崎
乾
一
氏
・
伽か

耶や

野の

寧ね
い

氏
・
カ
ー
ル
ベ
ン
ク
ス
氏
・
鶴
田
豊

子
氏
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
５

日
f
ま
で
に
、
企
画
人
事
課
企
画
係

（
内
線
２
１
５
）

市
報
と
お
か
ま
ち
16
年
１
月
10
日

号
に
掲
載
す
る
来
年
の
干
支
、
申
年

生
ま
れ
の
家
族
・
個
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
●
対
象
＝
①
３
世
代
以
上

が
申
年
生
ま
れ
の
家
族
②
申
年
生
ま

れ
の
個
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12

月
10
日
d
ま
で
に
、
企
画
人
事
課
広

報
広
聴
係
（
内
線
２
１
３
）

街
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
人
づ

く
り
な
ど
で
地
域
や
街
の
活
性
化
に

役
立
ち
、
市
民
に
温
か
さ
を
与
え
て

い
る
活
動
を
表
彰
す
る
た
め
、
地
域

で
活
躍
し
て
い
る
団
体
、
個
人
を
募

集
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
商

工
会
議
所
（
1
57
│
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
12
月
19
日
f
午
後
２
時
〜

●
会
場
＝
津
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●

医
師
＝
須
賀
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
12
月

20
日
g
午
後
３
時
〜
●
会
場
＝
情
報

館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
12
月
11
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

友
だ
ち
を
誘
っ
て
お
正
月
に
飾
る

シ
メ
ナ
ワ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
12
月
６
日
g
午

後
１
時
〜
４
時
30
分
●
会
場
＝
博
物

館
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
対
象
＝

小
学
４
〜
６
年
生
20
人
（
保
護
者
の

参
加
可
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11

月
28
日
f
ま
で
に
、
博
物
館
（
1
57

│
５
５
３
１
）

聴
く
人
の
魂
を
揺
り
動
か
す
国
際

的
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
演
奏
で
す
。
●
日

時
＝
11
月
28
日
f
午
後
７
時
〜
（
開

場
６
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民
会
館

●
入
場
料
＝
２
、
０
０
０
円
（
当
日

２
、
５
０
０
円
）
●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

＝
田
倉
・
イ
ト
ー
楽
器
・
オ
ギ
ノ
楽

器
・
ク
ロ
ス
10
ほ
か
●
問
合
せ
＝
公

民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

箏
・
三
弦
・
尺
八
・
フ
ル
ー
ト
に

よ
る
演
奏
と
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

（
六
段
調
・
大
き
な
古
時
計
ほ
か
）

●
日
時
＝
11
月
29
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
問
合
せ
＝
柳
（
1
52
│
２
０

９
５
）

「
く
ぼ
た
ま
さ
と
さ
ん
と
あ
・

そ
・
ぼ
」
＆
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
で

す
。
●
日
時
＝
12
月
５
日
f
午
後
７

時
〜
（
開
場
６
時
30
分
）
●
会
場
＝

む
つ
み
幼
稚
園
●
入
場
料
＝
入
会
金

１
家
族
１
、
０
０
０
円
＋
年
中
児
以

上
１
人
月
額
７
０
０
円
※
会
員
制
、

当
日
入
会
で
き
ま
す
●
問
合
せ
＝
水

落
静
子
（
1
56
│
２
１
４
４
）

●
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝

18
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
（
1
52
│
３
１
０
７
）

【
ア
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
と
ク
リ
ス
マ
ス

の
オ
ス
ス
メ
料
理
】

●
日
時
＝
12
月
６
日
g
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
●
申
込
み
締
切
り
＝

12
月
２
日
c

【
お
せ
ち
料
理
】

●
日
時
＝
12
月
12
日
f
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
●
申
込
み
締
切
り
＝
12
月

８
日
b

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
っ
て
ゲ

ー
ム
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
●
期
日
＝
12
月
13
日
g

〜
14
日
a
●
会
場
＝
県
母
子
休
養
ホ

ー
ム
し
ら
ゆ
り
荘
（
六
日
町
）
●
参

加
費
＝
大
人
３
、
５
０
０
円
・
子
ど

も
２
、
５
０
０
円
・
幼
児
２
、
０
０

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

藤
原
由
紀
乃
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

シ
ョ
パ
ン
の
夕
べ

十
日
町
お
や
こ
劇
場

ぬ
く
も
り
箏こ

と

コ
ン
サ
ー
ト

子
ど
も
博
物
館
パ
ー
ト
３

シ
メ
ナ
ワ
を
作
ろ
う

に
い
が
た
連
携
講
座

進
む
国
際
理
解

市議会では、12月定例市議会で平日開催に加えて

「休日議会」を開催します。今まで傍聴できなかった

人も、この機会にぜひおいでください。

●日　時＝12月６日g午前10時～

●場　所＝市役所３階　議場

●内　容＝一般質問（議員６人）

●問合せ＝議会事務局（内線302）

※傍聴席が満席の場合、１階ロビーでテレビ中継します

休日議会を開催します

第
３
回
女ひ

と

・
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

自
然
写
真
集
団
「
四
季
」

写
真
展

内　　容期　日

知っているようで知ら
ない薬とのつきあい方

12月16日c

１月27日c

２月26日e

髪・美容の話

中高年期をこころ豊
かに過ごすための話

３月８日b

転ばぬ先の杖
つえ

～靴の選
び方・はき方～

新潟県薬剤師会

講　師

十日町美容師組合

祇園寺僧侶
富井清孝氏

シューフィッター

大嶋晴美氏

平成15年分

青色申告決算説明会
平成15年分の所得税にかかわる青色申告の

決算説明会を開きます。

●問合せ＝十日町税務署（152－3181）

期 日 時　間 対象者 会　場

市民会館
十日町市

（営庶業所得者）

十日町市
（農業所得者）

十日町
農協本店

水沢商工会
水沢地区

（営庶業所得者）

12月10日
（水）

午前10時～
11時30分

午後１時30分
～３時

12月11日
（木）

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

12月12日
（金）

ひ
と
り
親
家
庭
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
を
親
子
で

楽
し
も
う
！

明
石
の
湯
健
康
講
座

十
日
町
観
世
会
二
十
五
周
年

記
念
謡
曲
・
仕
舞
の
会

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

い
な
か
暮
ら
し
を
語
る

募
集
し
ま
す

申さ
る

年
生
ま
れ
の
人

第
６
回
街
づ
く
り

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
賞

心
の
健
康
相
談

日 月 火 水 木 金 土

総
　
合
　
体
　
育
　
館

ア
　
リ
　
ー
　
ナ

屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

午
後
５
時
閉
館

午
後
５
時
閉
館

専

用

使

用

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室

野
　
　
　
　
球

野
　
　
　
　
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

休
　
　
館
　
　
日

休
　
　
館
　
　
日

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

専

用

使

用

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
教
室

女
子
サ
ッ
カ
ー

育
成
講
習
会

専

用

使

用

専

用

使

用

（
12
/
４

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
）

専

用

使

用

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

教
　
室

（
１
/
29
〜
３
/
18
）

専
用
使
用
（
18：

00
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専

用

使

用

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
教
室

サ
ッ
カ
ー

ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
教
室

野
　
　
　
　
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

専

用

使

用

PM５：30

PM７：30
〜

PM７：30

PM９：30
〜

PM５：30

PM７：30
〜

PM７：30

PM９：30
〜

体
育
館
夜
間
利
用
一
覧
表

（
平
成
15
年
12
月
１
日
〜
16
年
３
月
31
日
）

■太枠が夜間開放種目です。個人券、施設年間券、トレ

ーニング室利用券でどなたでもご利用できます。

（都合により予定を変更する場合がありますので、あらかじめご

了承願います）

■「専用使用」は個人やサークルなどで独占的に使用で

きます。ただし「使用許可申請書」の提出が必要です。
（詳しくは受付にてお聞きください）

■　　　は、各種目協会が主催するスポーツ教室です。

参加希望者はその時間帯にお越しください。
（入会手続きなどはそれぞれの協会で行います）

■問合せ＝総合体育館

（152－4377）

日 月 火 水 木 金 土

市
民
体
育
館

ア
　
リ
　
ー
　
ナ

午
後
５
時
閉
館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
教
室

専

用

使

用

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

専

用

使

用

専

用

使

用

卓
　
　
　
球

専

用

使

用

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

PM５：30

PM７：30
〜

PM７：30

PM９：30
〜

日 月 火 水 木 金 土

武
　
　
　
道
　
　
　
館

相
撲
場

剣
道
場

空
手
場

柔
道
場

午
後
５
時
閉
館

相

撲

教

室

空
手
道
教
室

剣

道

教

室

相

撲

教

室

空
手
道
教
室

剣

道

教

室

相

撲

教

室

空
手
道
教
室

剣

道

教

室

柔

道

教

室

柔

道

教

室

休
　
　
館
　
　
日

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

（
19：

00
〜
21：

00
）

専

用

使

用

PM７：30

PM９：30

〜

柔

道

教

室

専

用

使

用

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

少
年
団
冬
季
教
室

（
半
面
、
１
・
２
月,

）



健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）
ま
た

は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
（
1
57

│
２
４
０
０
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
（
養

育
者
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
８
月
〜

11
月
分
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
は
、

12
月
11
日
e
に
受
給
者
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
●
手
当
額
＝
受
給
者

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
証
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月
分

か
ら
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
８
期
及
び
介
護
保

険
料
第
８
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●

問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

●
期
日
＝
12
月
１
日
b
〜
４
月
30
日

f
●
営
業
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

８
時
30
分
※
火
曜
日
と
第
３
金
曜
日

は
午
後
５
時
〜
●
料
金
＝
ボ
ー
ル
１

個
10
円
※
５
、
０
０
０
円
・
１
０
、

０
０
０
円
の
お
得
な
回
数
券
あ
り
●

問
合
せ
＝
吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
1
52
│
０
６
７
０
）

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

保
育
士
資
格
を
も
ち
、
保
育
士
と
し

て
働
い
て
い
る
人
は
、
都
道
府
県
へ

の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
な
い
人
は
、

登
録
を
し
な
く
て
も
資
格
を
失
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
士
と
し

て
働
こ
う
と
す
る
際
に
登
録
が
必
要

で
す
）
●
問
合
せ
＝
登
録
事
務
処
理

セ
ン
タ
ー
（
1
０
１
２
０
│
０
４
１

９
４
３
）
ま
た
は
県
児
童
家
庭
課
保

育
係
（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
２

１
５
）

●
対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
新
潟
県
民
の
子
で
学
校
教
育
法
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
４
年
制
大
学
に

進
学
ま
た
は
在
学
す
る
人
②
交
通
事

故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く
し
た
人

③
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資
の

支
弁
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●
奨
学
金

額
＝
月
額
２
万
円
●
返
還
方
法
＝
卒

業
ま
た
は
貸
与
の
終
了
し
た
翌
月
か

ら
８
年
以
内
●
利
息
＝
無
利
息
●
応

募
期
間
＝
16
年
１
月
30
日
f
ま
で
●

問
合
せ
＝
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

（
1
０
２
５
│
２
２
８
│
３
４
１
１
）

●
対
象
＝
自
動
車
事
故
で
保
護
者
が

亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
症
に
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な
っ
た
り
し
た
家
庭
の
０
歳
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
の
遺
児
な
ど
●
貸
付

金
額
＝
①
一
時
金
（
申
込
時
）
１
５

５
、
０
０
０
円
②
中
学
校
卒
業
ま
で

毎
月
２
０
、
０
０
０
円
③
入
学
支
度

金
（
小
・
中
学
校
入
学
時
）
４
４
、

０
０
０
円
●
返
還
期
間
＝
中
学
校
卒

業
後
１
年
据
え
置
い
て
か
ら
20
年
以

内
（
高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
の
場

合
在
学
期
間
は
猶
予
）
●
そ
の
他
＝

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障
害

者
に
対
す
る
介
護
料
の
支
給
も
あ
り

ま
す
●
問
合
せ
＝
独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構
新
潟
主
管
支
所

（
1
０
２
５
│
２
８
３
│
１
１
４
１
）

お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
人
の
職
業

紹
介
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
の

ほ
か
、
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。
●
場
所
＝
サ
ン
ク

ロ
ス
十
日
町
●
利
用
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
●
問
合
せ
＝
高
年
齢

者
職
業
相
談
室
（
1
52
│
６
６
０
１
）

●
老
人
デ
イ
ケ
ア
＝
３
日
d
川
治
地

区
公
民
館
・
９
日
c
水
沢
地
区
公
民

館
・
11
日
e
下
条
地
区
公
民
館
・
吉

田
地
区
公
民
館
い
ず
れ
も
午
前
９
時

30
分
〜

●
リ
ハ
ビ
リ
教
室
＝
４
日
e
・
５
日

f
・
11
日
e
・
12
日
f
・
19
日
f
い

ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
保
健
セ
ン

タ
ー

●
水
中
歩
行
教
室
＝
５
日
f
・
12
日

f
・
26
日
f
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
〜
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル

●
明
石
の
湯
健
康
講
座
＝
16
日
c
午

前
10
時
〜
明
石
の
湯

●
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
27

日
g
〜
31
日
d

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
・
27

日
g
〜
31
日
d

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
24
日

d
・
26
日
f
〜
31
日
d

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
29
日
b

〜
31
日
d

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
・
23
日
（
天
皇
誕
生
日
）
・
28
日

a
〜
31
日
d

博物館では、小学校高学年対象の子ど

も博物館（体験教室）を年４回開催して

います。内容は、信濃川での川遊び、黒

曜石による石器作り、しめ縄作り、どん

ぐりを使った縄文クッキー作りなどさま

ざまです。また、特別展を年３回開催し

ており、今年は大地の芸術祭に併せた企

画展などに県内外から多くの来館者があ

りました。

このような博物館事業を車の両輪のよ

うに支えているのが博物館友の会です。

友の会は、博物館を利用しながら郷土の

自然・歴史・文化について学び、楽しむ

会です。会員は現在約950人で、グルー

プ研究・文化財めぐりなどの活動を行っ

ています。どなたでも気軽に入会できま

すので、皆さんも友の会活動に参加して

みませんか。 （博物館）

こちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会です

10月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

年

15年

14年

発生件数

21（170）

28（179）

負傷者数

26（204）

32（233）

死者数

0（２）

0（０）

物件事故数

61（508）

54（480）

12
月
の
休
館
日12月の交通安全キャンペーン

期　間　12月11日e～31日d

スローガン

「ゆく年を無事故でしめて、来る年へ」

運動の重点

・高齢者の事故防止、特に歩行中や

自転車乗用中の事故防止

・交差点における安全確認の徹底

・飲酒運転の追放

年末の交通事故防止運動

平成14年中、午後８時から午前６

時までの間に交通事故で75人が亡く

なり、そのうち飲酒運転によるものは

15人でした。飲酒運転などの罰則が

強化され、発生件数・死者数・傷者と

も13年度より減少したものの、夜間

から深夜にかけては、飲酒運転が多発

しています。忘年会などお酒を飲むこ

とが多いこの時期、飲酒運転は絶対に

やめましょう。

飲酒運転の追放

高
年
齢
者
職
業
相
談
室

交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成

資
金
貸
付
け
（
無
利
子
）

保
育
士
資
格
を

登
録
し
ま
し
ょ
う

期間＝12月１日b～２月27日f

場所＝クロス10の４階

TEL 57-3345 FAX  57-5150

雪まつり事務局開設のため

商工観光課・観光協会が
一時移転します

【
作
文
の
部
】

●
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

●
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

阿
部
友
紀
（
南
中
３
年
）「
税
金
と
暮
ら
し
と
笑
顔
」

●
関
東
信
越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
長
賞

桜
井
瑛
美
（
十
日
町
中
３
年
）「
税
金
の
力
の
凄す
ご

さ
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

最
優
秀
賞
　
鈴
木
皓
子
（
南
中
３
年
）「
税
金
の
大
切
さ
」

優
秀
賞
　
丸
山
夏
樹
（
十
日
町
中
３
年
）、
樋
口
美
咲
（
南
中
３
年
）、

綱
　
佑
子
（
下
条
中
３
年
）、
宮
沢
ゆ
り
（
水
沢
中
３
年
）

【
標
語
の
部
】

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀
　
長
谷
川
　
藍
（
下
条
中
３
年
）

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

最
優
秀
賞
　
山
口
千
裕
（
下
条
中
２
年
）

優
秀
賞
　
南
雲
果
咲(

南
中
１
年)

、
齋
木
め
ぐ
み
（
吉
田
中
３
年
）、
南
雲
翔

（
下
条
中
１
年
）、
生
越
拓
実
（
下
条
中
２
年
）、
小
海
良
友
（
水
沢
中
３
年
）

十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
十
日
町
市
租

税
教
育
推
進
協
議
会
、
十
日
町
税
務
署
で
は
、
中

学
生
を
対
象
に
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
を
募
集

し
ま
し
た
。
入
選
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

た
っ
し
ゃ
で
１
０
０

12
月
の
主
な
事
業

大
学
育
英
奨
学
生
募
集

博物館を
紹介します

８
月
〜
11
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

税
金
は
ぼ
く
ら
の
暮
ら
し
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

11
月
の
納
税
・
納
付

吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

12
月
１
日
B
オ
ー
プ
ン

むし歯のないよい歯の子
10月の３歳児健診を受けた子26人

よい歯の子 住 所　　保護者

（野中）

（北新田１）

（高山３）

（姿２）

（寿町２・3）

（千歳町）

（尾崎）

（北鐙坂３）

（塚原町）

（吉田山谷）

（土市１）

（桜木町）

（三和町）

（諏訪町）

（田川町３）

（峠）

清　子

勝　良

聡

英　俊

昇

勇　夫

勇

栄　一

和　彦

哲　也

市　郎

邦　子

恵美子

潤　一

利　久

克　明

村 山 咲
さく

良
ら

阿 部 響
きょう

平
へい

村 山 龍
りゅう

汰
た

保 坂 　 薫
かおる

石 口 実
み

春
はる

小 杉 哲
てつ

也
や

金 井 芽
め

依
い

島田明
あ

樹
き

奈
な

渡 邊 千
ち

花
か

柳 　 将
しょう

大
た

尾 身 直
なお

季
き

林 　 梨
り

花
か

村 山 遥
はる

香
か

林 　 春
はる

季
き

庭 野 彩
さや

果
か

福 嶋 友
ゆう

希
き
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中 学 生 の
税 に 関 す る
作 文・標 語

中 学 生 の
税 に 関 す る
作 文・標 語

中 学 生 の
税 に 関 す る
作 文・標 語

中 学 生 の
税 に 関 す る
作 文・標 語
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中 学 生 の
税 に 関 す る
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税 に 関 す る
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税 に 関 す る
作 文・標 語

中 学 生 の
税 に 関 す る
作 文・標 語

中 学 生 の
税 に 関 す る
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中 学 生 の
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税 に 関 す る
作 文・標 語

中 学 生 の
税 に 関 す る
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作 文・標 語

中 学 生 の
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まちづくりに役立っています簡易保険資金・郵便貯金資金

事　　業　　名

十日町市総合公園整備事業

道路整備　船坂１・２号線ほか５路線

融雪整備　内後城之古線ほか４路線

十日町市身体障害者福祉センター改修事業

豪雪対策事業

公園緑地事業

社会福祉施設整備事業

1,326

10,420

4,640

1,144

490

8,150

2,160

910

合　　　　　　計

事業に要した額 融資を受けた額

1億1,7101億7,530

◆郵便貯金資金融資事業 （単位：万円）

◆簡易保険資金融資事業 （単位：万円）

事　　業　　名

農 道 整 備 事 業

林 道 事 業

臨時地方道整備事業（特定分）

1,310

1,740

10,340

合　　　　　　計

事業に要した額 融資を受けた額

1億7,137 1億3,390

皆さんが加入している郵便局の簡易保険資金や郵便貯金資金は、道路や

公園の整備に役立っています。平成14年度は、下表のように活用しました。

広域農道整備六箇山谷２号線ほか１か所

林道反り目線工事ほか２か所

駅西区画道路工事ほか５か所

1,459

4,145

11,533



q1歳6か月児・3歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

20

29日B

30日C

31日D

た か き 医 院 土市第５ 58-2361

小 林 内 科 医 院 中条中町 52-7155

14日A

７日A

中 条 病 院 北　原 57-3018

石 川 医 院 津南町 66-2061

山 口 医 院 下条中央通り 55-2003

21日A
富 田 医 院 川西町 61-0200

23日_

上 村 病 院 中里村 63-2111

川 西 町 診 療 所 川西町 68-2034

28日A 庭 野 医 院 寿町４ 52-2711

◆
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
も
一
段
落
し
、
季

節
は
冬
へ
。
こ
れ
か
ら
は
忘
年
会
シ
ー
ズ

ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
キ
ナ

ー
レ
も
こ
の
秋
、
土
・
日
に
は
紅
葉
狩
り

帰
り
の
人
な
ど
が
多
数
訪
れ
ま
し
た
。「
す

ご
い
建
物
だ
ね
」「
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
施

設
な
ん
だ
ろ
う
」
い
ず
れ
も
市
外
の
人
の

感
想
で
す
。
何
の
予
備
知
識
も
持
た
な
い

人
の
、
素
直
な
感
想
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
先
日
、
あ
る
新
聞
に
「
期
待
し

て
観
光
地
を
訪
れ
た
が
、
地
元
の
人
が
悪

口
を
言
っ
て
い
て
気
分
が
一
気
に
冷
め
た
」

と
い
っ
た
旨
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ナ
ー
レ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
地
元
の
人

が
行
っ
た
こ
と
も
な
く
、
ま
し
て
文
句
を

言
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
せ
っ
か
く
の
施

設
も
生
か
さ
れ
ず
、
市
外
の
人
の
純
粋
な

評
価
も
ど
こ
か
へ
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
紆
余
曲
折
を
経
て
で
き
た
施
設
だ
と

い
う
こ
と
は
市
民
全
員
が
百
も
承
知
の
は

ず
で
す
が
、
先
入
観
を
捨
て
て
み
ま
せ
ん

か
。「
お
風
呂
は
あ
の
値
段
な
ら
安
い
」
こ

れ
も
市
外
の
人
の
感
想
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
が
体
内
に
残
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
た
ま
に
は
明
石
の
湯
で
汗

を
流
す
の
も
悪
く
は
な
い
の
で
は
。
特
に

サ
ウ
ナ
は
ク
セ
に
な
り
ま
す
。
一
度
も
行

っ
た
こ
と
が
な
い
な
ん
て
、
自
慢
に
な
り

ま
せ
ん
。

（
玉
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

12月・December 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場：保健センター 休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

●健康相談　保健師による相談

期日

1・8・15・
22B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

９日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

18日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

12日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時

会場：高年齢者職業相談室

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
12日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●市民無料法律相談
電話で市民生活課市民係へ予約してください

４日E 高橋　賢一弁護士

11日E 栃倉　光弁護士

18日E 畑　七起弁護士

25日E 大塚　勝弁護士

午後１時30分～４時

会場：保健センター総合相談室ほか

●ふれあい福祉センター心配ごと相談
毎週火・木曜日　午後１時～４時

※23日c・25日e・30日cは除く

会場：十日町市社会福祉協議会

19日F

※健康手帳のある人はご持参ください。
※キナーレ「明石の湯」のみ入場料500円（70歳以上は400円）が必要です。

１歳６か月児
健 診

10日
d

午後１時
～１時30分

14年６月
生まれの幼児

４か月児健診
24日
d

午後１時
～１時30分

15年８月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

４日
e

午後１時
～１時30分

12年６月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

24日
d

午前９時15分
～10時

1５年２月
生まれの乳児

今月はお休みです

12月のすくすく教室 ～離乳食と育児～
日　時：16日c午前10時～11時（受付：９時45分～）
会　場：保健センター
対　象：６～７か月の乳児の保護者など
問合せ：健康増進係（内線143）

４日E キナーレ「明石の湯」 午前10時～11時30分


